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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
の

事
故
に
伴
い
、
電
気
料
金
の
値

上
げ
が
実
施
さ
れ
る
公
算
が
大

き
い
。
こ
の
値
上
げ
は
家
計
を

直
撃
す
る
が
、
東
電
の
よ
う
な

地
域
独
占
の
電
力
会
社
を
解
体

す
れ
ば
、
電
気
料
金
は
、
ま
だ

ま
だ
安
く
な
る
。
実
際
に
安
い

電
気
を
享
受
し
て
い
る
会
社
、

工
場
、
役
所
な
ど
大
口
需
要
家

も
あ
る
。
「
電
力
自
由
化
」
の

恩
恵
は
、
な
ぜ
一
般
家
庭
に
及

ぱ
な
い
の
か
。
そ
の
カ
ラ
ク
リ

を
Ｉ
。

　
　
　
示
国
智
宏
、
佐
藤
古

現在の電力供給のしくみ
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　東電などの　　　電力会社
地域電力会社　　　送電網

一般家庭契約発電設備

自家発電保有（事業者等　）

特定規模
電気事業者

　(PPS)

　
　
「
送
配
電
利
用
料
が
安
く
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
と
、
東
京
が
し
て
、
契
約
し
た
電
気
の
利

な
り
、
電
力
会
社
と
同
等
の
ス
、
大
阪
ガ
ス
の
三
社
が
共
用
者
に
送
る
。
電
力
は
、
自

条
件
で
電
力
を
仕
入
れ
る
こ
同
で
設
立
し
た
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
家
発
電
設
備
を
持
っ
て
い
る

と
が
で
き
れ
ば
、
電
力
料
金
届
け
出
を
し
た
事
業
者
は
全
企
業
の
余
剰
電
力
を
仕
入
れ

は
も
っ
と
安
く
で
き
る
は
ず
国
に
四
十
六
社
。
エ
ネ
ッ
ト
る
場
合
も
あ
る
。
電
力
会
社

で
す
」
。
エ
ネ
ッ
ト
（
東
京
は
そ
の
総
販
売
電
力
量
の
5
0
に
は
送
配
電
網
の
利
用
料
を

都
港
区
）
の
谷
口
直
行
経
営
％
以
上
を
占
め
る
Ｐ
Ｐ
Ｓ
最
支
払
う
。

企
画
部
長
は
力
を
込
め
る
。
大
手
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
で
も
、
料
金
が
安
く

　
同
社
は
、
電
力
の
自
由
化
　
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
仕
組
み
は
こ
う
設
定
で
き
る
の
は
、
「
人
件

で
小
売
り
事
業
に
新
規
参
入
だ
。
エ
ネ
ッ
ト
が
自
前
で
持
費
や
広
告
費
な
ど
の
販
売
管

し
た
特
定
規
模
電
気
事
業
者
っ
て
い
る
火
力
発
電
所
や
天
迦
費
の
割
合
が
、
電
力
会
社

　
（
Ｐ
Ｐ
Ｓ
）
の
一
つ
。
Ｎ
Ｔ
然
ガ
ス
発
電
所
で
発
電
。
電
に
比
べ
て
低
い
か
ら
」
　
（
谷

Ｔ
の
関
連
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
カ
会
社
の
送
配
電
網
を
利
用
□
部
長
）
。
電
気
の
使
用
量

･割高な送配電網利用料

･参入46社で販売３％未満

新
規
業
者
縛
る

な
ど
に
よ
っ
て
も
異
な
る
　
そ
の
後
、
官
公
庁
や
企
業

が
、
電
力
会
社
の
料
金
に
比
な
ど
で
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
利
用
は
広

べ
、
数
％
か
ら
十
数
％
ほ
ど
が
り
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
で

安
い
と
い
う
。
　
　
　
　
　
も
全
体
の
電
力
販
売
量
の
３

　
た
だ
し
、
現
行
制
度
で
は
％
に
も
満
た
な
い
。
電
力
十

販
売
先
の
電
気
利
用
者
は
、
社
の
独
占
体
制
は
ほ
と
ん
ど

契
約
電
力
が
五
十
葛
以
上
の
変
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
。

大
口
需
要
家
に
限
ら
れ
て
い
　
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
電
気
料
金
は
割

る
。
五
十
銘
以
上
と
い
う
の
安
な
の
に
、
爆
発
的
に
増
え

は
、
ス
ー
パ
ー
や
小
規
模
の
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
対
象
を

工
場
も
合
ま
れ
る
。
一
般
家
大
口
需
要
家
に
制
限
し
て
い

庭
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
小
口
需
る
こ
と
以
外
に
、
さ
ま
ざ
ま

要
家
は
対
象
に
な
っ
て
い
な
な
制
約
が
あ
る
か
ら
だ
。

い
警
備
を
従
え
て
、
夜
空

に
浮
か
ぶ
本
店
ビ
ル
は
孤

城
の
天
守
閣
の
よ
う
だ
。

警
備
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の

人
と
費
用
が
充
て
ら
れ
た

の
か
。
福
島
か
ら
逃
げ
て

き
た
子
ら
の
お
び
え
た
顔

が
浮
か
ん
だ
。
こ
の
国

は
、
何
を
守
ろ
う
と
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
（
充
）

い

ず
送
配
電
網
の
利
用
－

　
エ
ネ
ッ
ト
の
顧
客
は
官
公
料
が
割
高
に
設
定
さ
れ
て
い
の
に
は
不
向
き
な
シ
ス
テ
ム

庁
や
学
校
、
商
業
施
設
、
オ
る
こ
と
。
送
配
電
網
の
利
用
に
な
っ
て
い
る
。

フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
七
千
件
。
料
は
電
気
料
金
の
十
数
圭
一
　
　
電
気
の
使
用
量
な
ど
の
情

電
源
規
模
は
三
百
万
葛
と
原
十
数
％
を
占
め
る
。
谷
口
部
報
を
双
方
向
の
通
信
回
線
で

発
二
圭
二
基
分
の
供
給
能
力
長
は
「
送
電
の
需
要
と
供
給
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
や
り
と
り

が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
の
バ
ラ
ン
ス
が
一
定
で
な
い
す
る
「
ス
フ
ー
ト
メ
ー
ー
タ
ー
」

　
実
は
、
二
〇
〇
〇
年
に
官
と
、
割
増
料
金
が
課
せ
ら
れ
の
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
こ

公
庁
と
し
て
初
め
て
電
力
の
る
な
ど
使
い
に
く
い
制
度
に
と
も
あ
る
。
需
要
と
供
給
を

入
札
を
行
っ
た
の
は
、
通
商
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
効
率
的
に
調
整
す
る
次
世
代

産
業
省
（
現
経
済
産
業
省
）
　
　
さ
ら
に
、
日
本
の
電
力
会
送
電
網
「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ

で
、
三
菱
商
事
系
の
ダ
イ
ヤ
社
は
電
力
を
Ｐ
Ｐ
Ｓ
に
融
通
ド
」
の
運
用
に
必
要
な
機
器
。

モ
ン
ド
パ
ワ
ー
（
東
京
都
中
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
Ｓ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

央
区
）
が
落
札
。
電
気
料
金
Ｐ
Ｓ
の
電
源
に
は
限
り
が
あ
ギ
ー
の
参
入
も
し
や
す
く
な

が
約
４
％
（
約
一
千
万
円
）
　
る
。
二
十
四
時
間
電
気
が
必
る
と
さ
れ
る
。
谷
口
部
長
は

の
削
減
に
な
っ
た
。

要
な
工
場
な
ど
に
供
給
す
る

　¬制

度

Ｉ
　
「
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
は
、

安
い
電
気
料
金
を
自
動
的
に

選
択
し
た
り
、
余
分
な
電
気

は
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
な

ど
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
」
と

指
摘
す
る
。
「
競
争
原
理
が

働
け
ば
、
サ
ー
ビ
ス
も
よ
く

な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
」
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